























































evaluating positive appraisal. First, we discovered many positive appraisal points in people’s own
experiences of elderly care-giving and perceived burdens. Secondly, the personal respect they felt
towardsthefrailandelderlyinfluencedhowtheymadesuchpositiveappraisals.Thirdly,theyexperi-























































































































































































































































item_ 1 14 1 ＋ 自分らしさ
item_ 2 9 7 ＋ 自分の時間
item_ 3 10 15 ＋ 百分の一
item_ 4 1 14 － 重い
item_ 5 2 2 ＋ 勉強
item_ 6 13 13 － 負担感
item_ 7 18 18 ＋ 生活の知恵
item_ 8 17 16 － ムカッ
item_ 9 11 17 － 汚れ
item_10 8 9 － 甘えてますか
item_11 6 10 ＋ ひきつぎ
item_12 12 19 － 依存
item_13 3 4 ＋ 鏡
item_14 15 3 0 その人らしさ
item_15 16 5 ＋ 家族愛
item_16 5 8 ＋ ありがとう
item_17 4 6 － 自己嫌悪
item_18 7 11 0 いつまでかな





























































































































　（全体について ・ 補足）上の方（クラスター 1 ）が相
手のこととそれに対するに自分の思い、真ん中あたり
（クラスター 2 ）が、ちょっと引いて冷静になる自分、


























































































































































































item_ 1 1 1 － 驚き
item_ 2 2 7 － 現状のままです
item_ 3 6 2 ＋ 母は医師の言う通りではない
item_ 4 7 3 ＋ 母に寄り添っていこう
item_ 5 8 10 － 義妹がパニックになる
item_ 6 12 17 － 廊下で寝たりいろいろ
item_ 7 17 8 － 若い先生がご自宅でお願いしますといわれる
item_ 8 18 15 － 徘徊が始まる
item_ 9 20 19 － 警察にこれからお世話になるとあいさつに
item_10 16 14 － 昼夜なく暴れる
item_11 15 20 － 近くの病院に
item_12 19 16 ＋ 病院からホームドクターに変わる
item_13 13 5 － 太陽が黄色にぼんやり見えた
item_14 14 6 － 体重が 7 キロ減
item_15 5 9 0 母が私の様子を見ていた
item_16 3 12 － 涙あふれる
item_17 10 18 － 母が汗だく
item_18 9 11 － 義父がばあさんはきちがいになったといった
item_19 11 13 － 母が突然暴れ始めた
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